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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,09 44,01 -0,08 45,03 -1,02

USD / BRL Spot BRL 2,2709 2,2729 +0,0020 2,1700 +0,1029

USD / JPY Spot JPY 100,14 100,03 -0,11 97,72 +2,31

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.033 53.033 +0 55.378 -2.345

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 194,8 199,7 +4,9 152,4 +47,3

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,11 12,10 -0,01 11,65 +0,45

DI Future Apr14（金利先物） % 10,07 10,07 +0,00 9,94 +0,13

3 Months US Dollar Libor % 0,239 0,238 -0,001 0,241 -0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 272,5 273,3 +0,8 286,9 -13,6

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年11月21日

Indicator Unit 11月19日

火曜日のドルレアルスポット相場は上下動あったものの若干のレアル安となる展開でした。朝方はＯＥＣＤが
ブラジルの成長率見通しを引き下げたことから前日比レアル安の２．２７台前半から始まりました。しかし、
１０月の税収が市場予想を上回ったことにより財政への不安が和らいだことや大口のレアル買いの噂など
から２．２５台前半へレアル高が進みました。その後レアル買いが一巡するとサンパウロの祝日を控えた
ポジション調整からレアルはじり安となり、結局２．２７近辺で引けています。また、昨日はサンパウロ祝日の
ため殆ど動きはありませんでした。

昨日発表された先週分の為替フロー統計は３２．９億ドルの資金流出となり、１１月累計でも７．２億ドルの
資金流出となりました。今年６月以来、月間ベースで資金流出が続いており今月もその回復に水が差された
形です。未だにレアル売り圧力の根強さを感じますが、今朝報じられた中銀の見通しによると「来年の経常
赤字は今年の見込み７５０億ドルとほぼ変わらずか若干赤字幅が縮小する」となっています。この見通しは
ここ数ヶ月のレアル安による影響を勘案したものですが、足許では資金流出傾向に変化が見られないため
今後も注視が必要でしょう。
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